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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　燃焼用の空気が流入する流入口と、

　燃料を噴霧状態にする噴霧ノズルと、

　噴霧状態にされた前記燃料に点火するための点火手段と、

　前記噴霧ノズルから出た噴霧状態の前記燃料の流れを旋回させる燃焼流旋回手段と、

　前記燃焼流旋回手段によって旋回された前記燃料がその内部で燃焼する燃焼筒と、

　前記燃焼筒を覆う外筒と、

を有する燃焼装置であって、

　前記燃焼筒は、

　前記燃焼用の空気を前記燃焼筒内に流入させるために前記燃焼筒の側壁に配置された複

数の空気取り入れ口と、

　前記複数の空気取り入れ口よりも前記燃焼筒の出口側で、かつ、当該出口との間に前記

燃焼筒内に空気を流入させるための流入口が配置されない状態で、前記燃焼筒の出口近傍

の内部の側壁に円周方向に設けられ、前記燃焼用の空気を前記燃焼筒内に流入させるとと

もに、前記燃焼用の空気を旋回させる複数の旋回流発生部と、を有し、

　各々の前記旋回流発生部は、前記燃焼筒の側壁から内部に突出した凸形状で、前記燃焼

流旋回手段により旋回する前記燃料の回転方向下流側に前記燃焼用の空気を流入させる開

口を有し、

　前記旋回流発生部の前記開口から流入する前記燃焼用の空気は、前記燃焼筒の中心方向
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に 流 入 す る と と も に 、 前 記 燃 焼 筒 の 前 記 出 口 近 傍 に 旋 回 流 を 形 成 し 、

　 前 記 燃 焼 筒 の 前 記 出 口 の 外 周 部 に は 、 前 記 燃 焼 筒 と 前 記 外 筒 と の 間 に 前 記 燃 焼 用 の 空 気

が 前 記 燃 焼 筒 の 外 部 に 噴 出 す る 複 数 の 噴 出 口 が 設 け ら れ 、

　 前 記 複 数 の 噴 出 口 は 、 当 該 複 数 の 噴 出 口 か ら 噴 出 す る 前 記 燃 焼 用 の 空 気 の 噴 出 方 向 が 、

前 記 燃 焼 筒 か ら 出 る 前 記 燃 料 が 燃 焼 し た 火 炎 の 延 び る 方 向 に 沿 っ て 、 か つ 、 前 記 火 炎 の 中

心 に 向 か う 方 向 に 流 れ る よ う に 、 前 記 燃 焼 筒 の 中 心 向 き に 傾 斜 し て 配 置 さ れ て い る こ と を

特 徴 と す る 燃 焼 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 流 入 口 か ら 流 入 す る 空 気 の 流 れ を 整 流 す る 整 流 手 段 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 １ 記 載 の 燃 焼 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 複 数 の 旋 回 流 発 生 部 が 、 前 記 燃 焼 筒 の 筒 壁 を 切 り 起 こ し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 燃 焼 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 燃 焼 効 率 の 向 上 と 低 騒 音 化 、 及 び 悪 臭 の 排 出 抑 制 を 可 能 と す る ガ ン タ イ プ の

燃 焼 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 か ら 、 液 体 噴 霧 燃 料 を 燃 焼 筒 内 に 供 給 し て 燃 焼 筒 内 で 燃 焼 さ せ る 液 体 燃 料 燃 焼 装 置

が 普 及 し て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 火 炎 安 定 を 確 保 す る と 共 に 良 好 な 点 火 を 行 う

こ と が で き る 液 体 燃 料 燃 焼 装 置 に 関 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 図 ９ に 沿 っ て 、 特 許 文 献 １ の 液 体 燃 料 燃 焼 装 置 ９ ０ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 ９ （ ａ

） は 、 特 許 文 献 １ の 液 体 燃 料 燃 焼 装 置 ９ ０ の 縦 断 面 の 構 成 図 で あ り 、 図 ９ （ ｂ ） は 横 断 面

の 構 成 図 で あ る 。 液 体 燃 料 燃 焼 装 置 ９ ０ は 、 外 ケ ー ス ６ ０ 、 送 風 器 ７ ０ 、 噴 霧 ノ ズ ル ２ ９

、 保 炎 器 ２ ０ 、 燃 焼 筒 ２ ６ 、 第 １ の 仕 切 り 筒 ４ ０ 、 第 ２ の 仕 切 り 筒 ５ ０ 、 点 火 器 ８ ０ 等 で

構 成 さ れ て い る 。 噴 霧 ノ ズ ル ２ ９ か ら 出 た 霧 状 の 燃 料 が 導 入 孔 ２ １ に 入 り 、 旋 回 羽 根 部 ２

２ に よ っ て 渦 状 の 旋 回 流 と な っ て 噴 出 す る 。 同 時 に 点 火 器 ８ ０ で 霧 状 の 燃 料 に 点 火 さ れ 、

燃 焼 筒 ２ ６ の 内 部 で 火 炎 が 発 生 す る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 液 体 燃 料 燃 焼 装 置 ９ ０ の 空 気 の 流 れ に つ い て 述 べ る 。 送 風 器 ７ ０ に よ っ て 装 置 内 に 送 り

込 ま れ た 空 気 は 、 空 気 流 旋 回 ガ イ ド ６ ３ と 整 流 板 ６ ２ に よ っ て 第 １ の 旋 回 流 に な る 。 第 １

の 旋 回 流 の 一 部 は 、 燃 焼 筒 ２ ６ の 空 気 流 入 口 ２ ７ に 入 る 。 ま た 、 第 １ の 旋 回 流 の 他 の 流 れ

は 、 第 ２ の 仕 切 り 筒 ５ ０ の 空 気 受 入 れ 口 ５ １ に 入 り 空 気 流 旋 回 ガ イ ド ５ ２ に よ っ て 旋 回 流

と さ れ る 。 更 に 、 空 気 流 旋 回 ガ イ ド ５ ２ に よ っ て 旋 回 流 と さ れ た 空 気 は 、 そ の 一 部 が 旋 回

羽 根 部 ２ ２ に 入 る と 共 に 、 空 気 受 入 れ 口 ４ １ に 入 っ た 後 第 １ の 仕 切 り 筒 ４ ０ の 空 気 流 旋 回

ガ イ ド ４ ２ に よ っ て 旋 回 流 と さ れ る 。 す な わ ち 、 液 体 燃 料 燃 焼 装 置 ９ ０ の 送 風 器 ７ ０ か ら

出 た 空 気 の 流 れ は 、 空 気 流 旋 回 ガ イ ド ６ ３ 、 空 気 流 旋 回 ガ イ ド ５ ２ 、 空 気 流 旋 回 ガ イ ド ４

２ に よ っ て 多 重 的 に 旋 回 さ れ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ ９ ６ ８ １ ７ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し 、 上 記 し た 液 体 燃 料 燃 焼 装 置 ９ ０ は 供 給 空 気 を 燃 焼 前 に 多 重 的 に 旋 回 さ せ て い る

も の の 、 噴 霧 ノ ズ ル ２ ９ か ら 出 た 霧 状 の 燃 料 は 旋 回 羽 根 部 ２ ２ に よ っ て 旋 回 さ れ て い る だ
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け で あ る 。 し た が っ て 、 燃 焼 効 率 が 低 く 悪 臭 を 排 出 す る 。 ま た 、 燃 焼 筒 ２ ６ か ら 出 た 燃 料

液 滴 の う ち 、 燃 焼 域 ２ ５ の 外 側 に 飛 び 出 し た 燃 料 は 未 燃 の ま ま で あ り 、 煤 や 悪 臭 の 原 因 と

な る 。 す な わ ち 、 霧 状 の 燃 料 が 燃 焼 筒 ２ ６ の 内 部 で 充 分 に 燃 焼 し な い で 、 燃 焼 筒 ２ ６ の 外

側 に 飛 び 出 し て し ま う 状 態 で あ っ た 。 一 方 、 燃 焼 筒 ２ ６ 内 の 空 気 の 流 速 を 上 げ て 燃 料 液 滴

と の 混 合 を 促 進 し て 燃 焼 さ せ る と 、 騒 音 が 増 加 す る と い う 課 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 燃 焼 効 率 の 向 上 、 低 騒 音 化

及 び 悪 臭 の 排 出 抑 制 が 可 能 な 燃 焼 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 以 下 の 構 成 を 有 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 （ １ ） 燃 焼 用 の 空 気 が 流 入 す る 流 入 口 と 、

　 燃 料 を 噴 霧 状 態 に す る 噴 霧 ノ ズ ル と 、

　 前 記 噴 霧 状 態 に さ れ た 燃 料 に 点 火 す る た め の 点 火 手 段 と 、

　 前 記 噴 霧 ノ ズ ル か ら 出 た 噴 霧 状 態 の 燃 料 の 流 れ を 旋 回 さ せ る 燃 焼 流 旋 回 手 段 と 、

　 前 記 燃 焼 流 旋 回 手 段 に よ っ て 旋 回 さ れ た 燃 料 が そ の 内 部 で 燃 焼 す る 燃 焼 筒 と 、 を 有 す る

燃 焼 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 燃 焼 筒 が 、 前 記 燃 焼 用 の 空 気 を 旋 回 さ せ る 複 数 の 旋 回 流 発 生 部 を 筒 壁 の 円 周 方 向 に

有 す る こ と を 特 徴 と す る 燃 焼 装 置 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 （ ２ ） 前 記 流 入 口 か ら 流 入 す る 空 気 の 流 れ を 整 流 す る 整 流 手 段 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴

と す る 前 記 （ １ ） 記 載 の 燃 焼 装 置 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 （ ３ ） 前 記 複 数 の 旋 回 流 発 生 部 が 、 前 記 燃 焼 筒 の 筒 壁 を 切 り 起 こ し て 形 成 さ れ る こ と を

特 徴 と す る 前 記 （ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 燃 焼 装 置 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 （ ４ ） 前 記 燃 焼 筒 の 出 口 の 外 周 部 に 、 前 記 燃 焼 用 の 空 気 が 噴 出 す る 複 数 の 噴 出 口 を 有 す

る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ １ ） 乃 至 （ ３ ） の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 燃 焼 装 置 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 燃 焼 効 率 の 向 上 、 低 騒 音 化 及 び 悪 臭 の 排 出 抑 制 が 可 能 な 燃 焼 装 置 を 提

供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ４ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 燃 焼 装 置 を 用 い た 貯 湯 式 給 湯 装 置 の 構 成 を 示 す 図

【 図 ２ 】 本 発 明 の 燃 焼 装 置 の 構 成 を 示 す 図

【 図 ３ 】 本 発 明 の 燃 焼 装 置 の 燃 焼 リ ン グ を 示 す 図

【 図 ４ 】 本 発 明 の 燃 焼 装 置 の 燃 焼 筒 を 示 す 図

【 図 ５ 】 本 発 明 の 燃 焼 装 置 の 空 気 の 流 れ を 示 す 図

【 図 ６ 】 本 発 明 の 燃 焼 装 置 の 燃 焼 流 の 流 れ を 示 す 図

【 図 ７ 】 本 発 明 の 燃 焼 装 置 の 一 部 に 整 流 板 を 設 置 し た 状 態 を 示 す 図

【 図 ８ 】 本 発 明 の 燃 焼 装 置 及 び 従 来 の 燃 焼 装 置 の 燃 焼 状 態 を 比 較 す る た め の 図

【 図 ９ 】 従 来 の 液 体 燃 料 燃 焼 装 置 の 構 成 を 示 す 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し つ つ 以 下 に 説 明 す る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ［ 貯 湯 式 給 湯 機 の 構 成 ］

10

20

30

40

50



(4) JP  6466303  B2  2019.2.6

　 本 発 明 の 燃 焼 装 置 を 用 い た 貯 湯 式 給 湯 機 に つ い て 、 図 １ を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 図 １ （

ａ ） は 貯 湯 式 給 湯 機 ３ ０ の 外 観 斜 視 図 で あ り 、 図 １ （ ｂ ） は 貯 湯 式 給 湯 機 ３ ０ の 断 面 斜 視

図 で あ る 。 貯 湯 式 給 湯 機 ３ ０ の 主 な 構 成 品 は 、 熱 交 換 器 １ 、 燃 焼 装 置 ２ 、 送 風 機 ３ 、 バ ー

ナ ー ４ 、 消 音 ケ ー ス ５ 等 で あ る 。 温 度 の 低 い 水 が 給 水 口 ６ か ら 供 給 さ れ 、 貯 湯 部 ７ に 溜 め

ら れ て い る 。 そ し て 、 燃 焼 室 ８ で 燃 焼 装 置 ２ に よ り 発 生 し た 火 炎 に よ り 熱 交 換 器 １ の 内 部

が 加 熱 さ れ る こ と で 、 貯 湯 部 ７ に 溜 め ら れ た 水 が 温 め ら れ る 。 温 め ら れ た 水 は 、 出 湯 口 ９

か ら 排 出 さ れ る 。 な お 、 図 中 の 矢 印 Ａ は 給 気 の 流 れ を 、 矢 印 Ｂ は 排 気 の 流 れ を 、 矢 印 Ｃ は

燃 料 で あ る 灯 油 の 流 れ を 示 す 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ［ 燃 焼 装 置 の 構 成 ］

　 燃 焼 装 置 ２ の 構 成 を 、 図 ２ を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 燃 焼 装 置 ２ は 、 外 側 を 外 筒 ２ ａ 、 外

ケ ー ス ２ ｂ で 覆 わ れ て お り 、 ま た 貯 湯 式 給 湯 機 ３ ０ 本 体 に 取 付 け る た め の フ ラ ン ジ 部 ２ ｃ

を 有 し て い る 。 そ し て 、 外 筒 ２ ａ の 内 部 に は 燃 焼 筒 １ ０ が 、 燃 焼 筒 １ ０ の 底 部 に は 燃 焼 リ

ン グ １ １ （ 燃 焼 流 旋 回 手 段 ） が 設 置 さ れ て い る 。 ま た 、 外 筒 ２ ａ と 燃 焼 筒 １ ０ の 出 口 と の

間 に は 円 周 方 向 に 複 数 の 噴 出 口 １ ２ が 設 置 さ れ て い る 。 更 に 、 燃 焼 リ ン グ １ １ の 中 心 部 に

は 燃 料 の 噴 霧 ノ ズ ル １ ３ が 設 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 ３ に 、 燃 焼 筒 １ ０ の 底 部 に 設 置 さ れ る 燃 焼 リ ン グ １ １ の 外 観 斜 視 図 を 示 す 。 燃 焼 リ ン

グ １ １ の 中 央 部 に は 導 入 孔 １ １ ａ が 開 口 し て お り 、 ま た 放 射 状 に 複 数 の 旋 回 羽 根 部 １ １ ｂ

が 設 置 さ れ て い る 。 旋 回 羽 根 部 １ １ ｂ は 導 入 孔 １ １ ａ か ら 入 っ た 燃 焼 流 や 空 気 を 旋 回 さ せ

る 機 能 を 有 し て い る 。 な お 、 旋 回 羽 根 部 １ １ ｂ は 、 板 金 の 切 り 起 こ し に よ っ て 形 成 さ れ て

い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ４ に 燃 焼 筒 １ ０ の 外 観 斜 視 図 を 示 す 。 燃 焼 筒 １ ０ は 、 筒 部 １ ０ ａ と 内 部 の 円 周 上 に 形

成 さ れ た 複 数 の 旋 回 流 発 生 部 １ ０ ｂ に よ り 構 成 さ て い る 。 旋 回 流 発 生 部 １ ０ ｂ は 、 筒 部 １

０ ａ の 筒 壁 を 切 り 起 こ し て 作 成 さ れ る 。 ま た 、 空 気 取 り 入 れ 口 ２ ８ が 複 数 円 周 上 に 形 成 さ

れ て い る 。 こ の 空 気 取 り 入 れ 口 ２ ８ は 外 部 の 空 気 を 燃 焼 筒 １ ０ 内 に 取 り 込 む た め の 穴 で あ

る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ［ 燃 焼 流 及 び 空 気 の 流 れ ］

　 図 ５ に 燃 焼 装 置 ２ の 空 気 の 流 れ を 示 す 。 燃 焼 装 置 ２ の 外 ケ ー ス ２ ｂ に 形 成 さ れ た 空 気 取

り 入 れ 口 ３ １ か ら 流 入 し た 空 気 は 矢 印 Ｆ の 方 向 に 流 れ る 。 そ し て 、 矢 印 Ｆ の 流 れ は 仕 切 り

筒 １ ５ の 内 部 に 入 る も の と 、 燃 焼 リ ン グ １ １ に 入 る も の 、 及 び 外 筒 ２ ａ と 燃 焼 筒 １ ０ の 隙

間 に 入 る も の に 分 岐 す る 。 仕 切 り 筒 １ ５ に 入 っ た 空 気 は 噴 霧 ノ ズ ル １ ３ か ら の 燃 料 と 混 合

さ れ て 燃 焼 筒 １ ０ の 内 部 に 入 る 。 噴 霧 ノ ズ ル １ ３ か ら 出 た 噴 霧 状 態 の 燃 料 は 点 火 器 １ ６ （

点 火 手 段 ） に よ っ て 点 火 さ れ 燃 焼 す る 。 ま た 、 燃 焼 リ ン グ １ １ に 入 っ た 空 気 は 旋 回 羽 根 部

１ １ ｂ に よ っ て 旋 回 流 と な る 。 更 に 、 外 筒 ２ ａ と 燃 焼 筒 １ ０ の 隙 間 に 入 っ た 空 気 は 、 一 部

は 空 気 取 り 入 れ 口 ２ ８ か ら 燃 焼 筒 １ ０ 内 に 入 り 、 一 部 は 複 数 の 噴 出 口 １ ２ か ら 噴 出 さ れ る

。 な お 、 図 ５ の 整 流 板 １ ４ （ 整 流 手 段 ） に つ い て は 後 述 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 燃 料 の 噴 霧 ノ ズ ル １ ３ か ら 噴 射 さ れ た 燃 焼 流 の 燃 料 液 滴 は 、 図 ６ に 示 し た よ う に 螺 旋 状

の 軌 道 Ｄ を 描 き 、 噴 霧 の 周 縁 部 に 大 型 の 液 滴 が 、 中 心 部 に 小 型 の 液 滴 が 分 布 す る 。 な お 、

燃 焼 流 と は 、 霧 状 の 燃 料 と 空 気 の 混 合 し た も の を い う 。 噴 出 口 １ ２ か ら 出 た 空 気 は 、 直 線

的 な 軌 道 Ｅ の 方 向 に 流 れ る 。 ま た 、 燃 焼 筒 １ ０ の 出 口 か ら 出 る 空 気 の 流 速 を 抑 え る こ と に

よ り 、 燃 焼 筒 １ ０ の 中 心 付 近 の 液 滴 は 低 騒 音 の 気 流 中 で 燃 焼 す る こ と が で き る 。 噴 霧 の 周

縁 部 の 液 滴 は 、 旋 回 流 発 生 部 １ ０ ｂ か ら 生 成 さ れ た 渦 巻 き 状 の 軌 道 Ｄ に 乗 る こ と に よ り 、

大 型 の 液 滴 で も 蒸 発 す る ま で の 間 、 高 温 領 域 に と ど ま る こ と が で き 、 貯 湯 式 給 湯 機 ３ ０ の

燃 焼 室 ８ の 内 部 で 燃 焼 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 貯 湯 式 給 湯 機 ３ ０ の 燃 焼 室 ８ 内 で は 、 Ｘ 軸 方 向 （ 図 ６ 参 照 ） の 風 速 が 低 く 、 渦 巻
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き 状 の 気 流 の 中 で 燃 焼 が 起 こ る の で 、 高 温 の 排 気 ガ ス が 燃 焼 室 ８ の 上 部 に あ る 熱 交 換 器 １

に 直 接 流 れ 込 ん で 燃 焼 効 率 も 向 上 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 の 燃 焼 装 置 ２ は 、 燃 焼 筒 １ ０ に お け る Ｘ 軸 方 向 の 流 速 を 抑 え る と 同 時 に 、 出 口 付

近 に 旋 回 流 を 発 生 さ せ る こ と に よ り 、 噴 霧 さ れ た 燃 料 を 完 全 に 燃 焼 さ せ つ つ 騒 音 を 低 減 す

る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ７ に 燃 焼 装 置 の 一 部 に 整 流 板 １ ４ を 設 置 し た 状 態 を 示 す 。 整 流 板 １ ４ を 設 け る こ と に

よ り 、 燃 焼 筒 １ ０ に 入 る 空 気 の 流 れ の 変 動 量 を 抑 制 す る こ と が で き 、 燃 焼 効 率 を 向 上 さ せ

る こ と が で き る 。 整 流 板 １ ４ は 、 図 ７ で は 空 気 取 り 入 れ 口 ３ １ の 箇 所 と 噴 霧 ノ ズ ル １ ３ の

手 前 に 設 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 ８ （ ａ ） に 、 本 発 明 の 燃 焼 装 置 に よ っ て 燃 料 を 燃 焼 さ せ た 場 合 の 燃 焼 状 態 を 示 す 。 こ

の 図 か ら 火 炎 が 燃 焼 筒 １ ０ よ り 離 れ た 位 置 ま で 延 び 、 十 分 な 燃 料 の 燃 焼 が 実 現 し て い る こ

と が 分 か る 。 一 方 、 図 ８ （ ｂ ） に は 従 来 の 燃 焼 装 置 に よ る 燃 焼 状 態 を 示 す 。 未 燃 焼 の 燃 料

粒 子 が 多 く 、 十 分 な 燃 料 の 燃 焼 が な さ れ て い な い こ と が 分 か る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 本 発 明 の 燃 焼 装 置 に よ れ ば 、 燃 焼 効 率 の 向 上 、 低 騒 音 化 及 び 悪 臭 の 排 出 抑 制 が 可 能 な 燃

焼 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

１ 　 　 　 熱 交 換 器

２ 　 　 　 燃 焼 装 置

２ ａ 　 　 外 筒

２ ｂ 　 　 外 ケ ー ス

２ ｃ 　 　 フ ラ ン ジ 部

３ 　 　 　 送 風 機

４ 　 　 　 バ ー ナ ー

５ 　 　 　 騒 音 ケ ー ス

７ 　 　 　 貯 湯 部

８ 　 　 　 燃 焼 室

９ 　 　 　 出 湯 口

１ ０ 　 　 燃 焼 筒

１ ０ ａ 　 筒 部

１ ０ ｂ 　 旋 回 流 発 生 部

１ １ 　 　 燃 焼 リ ン グ （ 燃 焼 流 旋 回 手 段 ）

１ １ ａ 　 導 入 孔

１ １ ｂ 　 旋 回 羽 根 部

１ ２ 　 　 噴 出 口

１ ３ 　 　 噴 霧 ノ ズ ル

１ ４ 　 　 整 流 板 （ 整 流 手 段 ）

１ ５ 　 　 仕 切 り 筒

１ ６ 　 　 点 火 器 （ 点 火 手 段 ）

２ ８ 　 　 空 気 取 り 入 れ 口

３ ０ 　 　 貯 湯 式 給 湯 機

３ １ 　 　 空 気 取 り 入 れ 口
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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